
２０１８年５月５日 

伊藤眞純 

日時 ：２０１８年５月５日（土：こどもの日） 

集合 ：ＪＲ大磯駅９：４５ 出発１０：００ 

コース：大磯駅→島崎藤村旧宅→東海道松並木→伊藤博文公滄浪閣跡→こゆるぎ緑地→吉田茂邸 

（入館料￥４５０）→県立大磯城山公園（昼食）→馬場公園（神輿揃い踏み）→六所神社 

→国府新宿（バス）→平塚駅 １，４００歩 約１０ｋｍ（伊藤自宅含め約２０，０００歩） 

参加者：高橋文Ｌ・河野ＳＬ・市村ＳＬ含め合計４５名  赤字：感想文 青字一般参加（鈴木さん入会） 

１班 班長：志村・佐藤よ・平嶋・奴田・小野里・小林・伊藤美・渡辺・奥村・上曽山道子・岩元 

・上曽山（道子主人）                           １２名 

２班 班長：山川・勅使河原・小作・安永・青松・河野・小島・桑原・中林・村上・吉岡   １１名 

３班 班長：清水正・吉越・神谷・高橋文・佐藤繁・松村・市村・山本・長廣・仁井・鈴木   １１名 

４班 班長：落合・吉野・平石・伊藤眞・新谷・宮野・中村ゆ・武倉・滝川・畠・竹内    １１名 

 今日は快晴の子供の日。流石に帽子無しでは暑く日焼けする。夏用麦わら帽子持参で正解でした。 

大磯は富士山も見える眺望の良い海岸沿いの高級別荘地。旧東海道松並木を歩いて、明治維新後の近代日本国を 

発展させた伊藤博文や、２００９年原因不明の出火で全焼、２０１７年４月１日再建公開された吉田茂邸入館 

歴史と素晴らしい庭園を見学。富士山も見える城山公園で昼食。流石に今日は休日、テーブル席は他のウォーキ

ング仲間に占領されていましたが、奥の公園には日陰の最高の場所もありました。綺麗に咲き誇る石南花をバッ

クに集合写真。午後は今日の首題相模国府（こうのまち）神輿祭見学。六社参加の金箔神輿が素晴らしい。 

帰りはバスで大磯経由平塚駅、ラクチンウォーキングでした。 

今回小島レポーター参加されていましたが、新規購入のビデオカメラの使い始めの為、レポーターを依頼され

ました。久しぶりの高橋Ｌ平塚地区の祭企画、富士山にも歓迎され最高の例会ウォーキングでした。 

河野、市村ＳＬも下見を含め有難うございました。                        Ｐ１ 



【大磯イラストマップ】（ＨＰより引用） 

ＪＲ大磯駅 久し振りの下車でした         高橋文Ｌ参加者チエックと河野ＳＬお迎えと資料配布 

ＪＲ東海道線沿いを歩く４５名連隊            最初の見学「島崎藤村邸」 

三間の平屋建ての民家 で外壁には杉の皮、引き戸には大正ガラス ( 現在は希少 ) が使われている。小さい

素朴な冠木門に割竹垣に囲まれた小庭。 カナメやモチの若葉、朝顔や萩、湯河原から取り寄せた寒椿が花を咲

かせる小庭の眺めは藤村の心の慰めで、この家を「靜の草屋」と呼んでいた。また簡素を信条とする藤村の気配

りが今も感じられる。 

Ｐ２ 



見学する前に前の小さな公園でストレッチし、高橋Ｌから、コース説明とＳＬ、班長、初参加者紹介 

 
２年前膵臓癌手術、回復された吉野会長挨拶後、今日一般参加３人の紹介。上曾山道子主人、鈴木、竹内さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島村藤村邸内見学 女性管理人説明  庭園              邸外観（公園から見る） 

 

旧東海道松並木を歩く     陸橋を渡る             先頭高橋Ｌ新緑に赤帽が映えます！ 

 

別荘地となる以前の大磯は、宿場町として栄えてきました。鎌倉時代は古東海道の宿駅であり、鎌倉郊外の

保養都市（若殿輩の遊び場）でした。慶長 5年（1600）の関が原の合戦に勝利をおさめた徳川家康は、慶長

6年には東海道に宿駅の制度を設け、その整備を行っています。 次いで慶長 9年には 36 町を 1里（約 3.9

キロメートル）として一里塚をつくり、街道筋にはマツやエノキなどが植えられました。      Ｐ３ 



松並木が途切れたあたりに明治の元勲 伊藤博文公邸跡の滄浪閣。現在はプリンスホテルの持ち物で、結婚式場

と中華料理の大磯滄浪閣という施設になっている。右脇に「伊藤公滄浪閣之舊蹟」の石碑があるが 

 

落ち葉絨毯歩きは最高気分  松と青空の下の熟女軍団    こちらは熟男軍団も足取り軽やか！ 

 

大磯「太平洋自転車道」を、白い波と海を眺めながら  時々前後から自転車が来る 先発隊は男性が引っ張る 

 

大磯町の西側、西湘バイパスに沿って造られた自転車専用道路。 西は不動川下流付近まで、東は 134 号線に沿

ってすすみ、花水川手前で金目川サイクリングコースへと繋がっていきます。自転車でサイクリングはもちろん、

ダイナミックな海を眺めながらランニングやウォーキングを楽しむ人も多く見られます。 

Ｐ４ 



先発隊に元気の良い熟女が加わりました         富士山が見えてきたぞ～！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０；５２ 目指す旧吉田茂邸後７００ｍ        旧吉田邸入口お見事満開バラの歓迎を受ける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バラ棚を潜る高橋Ｌ        こちらは正門入口からご入場の山川班長 立派な茅葺門です 

 

１９４６年３月焼失後、昨年４月再建公開 入館料団体割引￥４５０ 河野ＳＬ女性軍、市村ＳＬ男性軍入舘者 

団体割引￥４５０集金大変でした。 

１１：２０～１２：００見学 

邸宅中から見る庭園、外回りは海が見

渡せる丘上の吉田茂像と浜辺、そして

富士山の眺めが最高です。 

丘を含む広い庭園と邸宅です。 

 

 

Ｐ５ 



庭園で集合写真（逆光でお顔が陰に）お話し中の方もおられますが・・・・ 

玄関                 楓の部屋               部屋に飾られた吉田茂額 

浴室      ２階「金の間」から富士山が見えます 障子窓も素晴らしい 

 

 

２階縁から庭を見る                    旧家屋跡地 

 

 

 

 

 

Ｐ５ 



庭園頂上の銅像                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庭園散策 小高い山の麓に邸宅、そして広い庭と池。 

 

大磯城山公園 １０，０００歩 

（昼食１２：１０～１２：５０） 

 

 

 

 

 

唯一展望台中央椅子組         椅子持参組          囲いのコンクリート縁椅子替わり 

 

途中で会ったウォーキング軍団に占領されて展望台中央テーブル付椅子はごく僅か丈。 

しかし公園奥には広場がありました。 

Ｐ６ 



奥の公園には最高の木陰昼食場あり 

 

先程見学した、旧吉田茂邸と昼食場所の展望台とふれあい広場のイラストマップ 道路を挟んで隣り合わせです 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法雲門         展望台とモデルは石南花集合写真撮影者、小島さん（Ｐ１巻頭集合写真は伊藤撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←記念集合写真撮影後展望台を下り、もみじの広場・不動池に下る。                 

Ｐ７ 



小洞綾の滝        不動池              何故か山羊さん１匹歓迎？ 

 

不動川の清流沿いの道を歩く。   鯉が沢山いました         不動川の向かいはＪＲ東海道線 

 

今日のメイン「馬場公園（神輿揃い踏み）」会場到着 １３：１０  【六所神社】（ＨＰより引用） 

大化の改新以前、今の 大磯町 より東

に「相武 (さがむ)」、西に「磯長(しな

が)」という国があり、その二つの国を

合併して相模国が成立しました。 

相武の国の最も大きな神社が寒川神社、

磯長の国の最も大きな神社が川勾神社

であったことから、両国の合併にあた

り、どちらが一番大きな神社であるか

決めることとなり、論争が起こりました。 この論争の模様が儀式化され神事となって伝わったのが座問答です。

座問答では虎の皮を使い神事を進めます。虎の皮を上位に進めることは、当神社が相模国一番の神社、即ち一宮

であるということを無言で表しており、又次にそれより上に押し進める事は、いやいや当神社こそ相模一宮であ

るという意味です。それを三度繰り返すことは、長い長い論争があったことを表しています。その仲裁として比々

多神社の宮司様の「いづれ明年まで」という言葉で解決されるわけですが、いずれ明年が 1000 年以上続いてし

まった事を考えると、勝・負のない神様らしい円満解決の模様であると思います。 

【六所神社】１３：２０～１４：２０ 見学 

・一之宮 寒川神社（寒川町）        ・二之宮 川匂（かわわ）神社 （二宮町） 

・三之宮 比々多（ひびた）神社（伊勢原市） ・四之宮 前鳥（さきとり）神社（平塚市） 

・平塚八幡宮（平塚市）           ・総社六所神社（大磯町） 

六所神社の神輿が入場すると舟形舞台で「鷺の舞」が舞われ、神楽舞奉納が行われる。「鷺の舞」は 3種の舞に

より構成されており、「鷺の舞」が天下泰平、「龍の舞」が五穀豊穣、「獅子の舞」が災厄消除を祈願すると伝え

られている。六所神社の社伝によれば、「鷺の舞」は平安時代に国司をはじめ貴族をもてなすための舞であった

のだと言う。茶店も沢山出ており、御神水で咽喉を潤わせてもらいました。次頁Ｐ９、Ｐ１０に写真有。Ｐ８ 

https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E9%B7%BA%E3%81%AE%E8%88%9E&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E4%B8%8B%E6%B3%B0%E5%B9%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E5%8F%B8


・馬場公園【相模国府（こうのまち）神輿揃い踏み】 

 最初に「総社六所神社」神輿が会場の馬場公園に入ってきた。 定位置まで。 三種の舞も船形屋台で。 

 金箔の神輿が素晴らしい。総社六所神社の次は先述一之宮神社から順番に入る。  総社六所神社神輿 

 

←一の宮寒川神社神輿入場 

【総社六所神社】 ここのおみくじ「湯津爪櫛御守の御神徳」をお勧めしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

718 年に現鎮座地に遷座。鎌倉時代には源頼朝より、戦国時代には小田原北条家より、江戸時代には徳川家康よ

り篤い崇敬を受ける。ご本殿は小田原北條家が造営したもので、造営当時は全体が朱色に塗られていました。相

模国内の神社の本殿では大変大型で、相模の神々のための五つの御扉が特徴です。           P9 



「鷺の舞」 

平安朝の貴族達が酒宴を開くとき、庭先の池に船を浮かべて、歓送迎の楽を奏でて、酒宴の時には舞を舞って歓

迎の意を表しました。この舞が鷺の舞であって、大磯には国司によって伝えられました。 

船形舞台で舞われる「鷺の舞」は、日本全国で 神奈川県大磯町 、 中井町 だけでしか行われていない大変貴重

なものです。大矢場では他にも龍の舞、獅子の舞いが舞われ、鷺の舞は天下泰平を、龍の舞は五穀豊穣を、獅子

の舞は災厄消除を祈願すると伝えられています。（ＨＰより引用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バス停に向かう 国府新宿バス停１４：５０着 １５：０９大磯駅経由大塚駅行（アフター参加者１８名） 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ１０ 

編集後記：５月の例会は好天に恵まれ、松原や大磯海岸を富士山眺めて歩き、新築再建された 

旧吉田邸見学と大磯城山公園での昼食、最後に相模国府祭で最高に盛り上がったウォーキングで

した。緑の新緑にクスノキの黄色い城山。大磯海岸白い波内、大山連峰の上に、真白き富士山、 

自然と歴史の豊かな体験をさせて戴きました。改めて高橋Ｌに厚くお礼申し上げます。 

平塚でのアフター最初に注文した料理２品催促すれども最後まで出ませんでしたが、高橋Ｌを含

め長老組４人と、６９歳若手友達２人、一般参加の鈴木さん入会宣言され、ウォーキング談話で 

盛り上がりました。いつもの拙いボケ防止用日記帳、「メモと写真」ですす。誤字や失礼な記述が

あるかもしれませんが悪しからずお許しの程。説明文はＨＰ他から引用しました。 


